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名曲の向こう側
第１回

シューマン「献呈」
内藤 晃

ローベルト・シューマン（1810―56）の
インスピレーションの源は、名ピアニス

トにして最愛の女性、クララの存在でした。
文学青年ローベルトは、作曲のなかで、特定
の音型とか、ほかの作品からの引用にクララ
へのメッセージを込めたり、言葉を音名に読
み替えて作品のモチーフにしたりしました。
たとえば、「リーダークライス」作品39では、
EHE（ドイツ語で「結婚」）が調性や音名で象
徴されます。きわめて個人的でインティメイト
な世界です。当事者だけに伝わるメッセージ
が暗に埋め込まれていたりして、それを譜面
から読み解くのは、あたかも恋人同士のLINE
を覗き見しているようなスリルがあります。

２人の交際は、クララの父親フリードリッ
ヒ・ヴィーク（ローベルトのかつての師）の執
拗な妨害と、法廷での泥沼闘争を乗り越え、
1840年9月、ついに結婚へと漕ぎ着けます。
「ミルテの花」作品25は、結婚式の前日にロ
ーベルトがクララにプレゼントした歌曲集。
ミルテは花嫁のブーケに使われる白い花で、
苦難の時期、結婚への想いを語るローベルト
の手紙の中にも再三登場していました。

曲集の冒頭を飾るのが、有名な「献呈」。
「きみは僕の魂、僕の心（Du meine Seele,
du mein Herz）！」という、リュッケルトの
詩による熱烈なラブソングです。この曲の後
奏に、なにやら聴き覚えのある旋律が現れる
ことにお気づきでしょうか？　そう、フラン
ツ・シューベルト（1797―1828）の「アヴ
ェ・マリア」の旋律です。

この曲は、クララのコンサート・レパート
リー（ピアノ独奏版）であり、同じ1840年2
月12日のクララの手紙の中で登場していま
す。前日のハンブルクでの演奏会の報告で
す。「あなたが今日のこのお便りをお書きに
なっていらしたとき、わたしの演奏のはじま
る一時間まえに会場でそれを受け取ることに
なることまでは、予感なさっていらっしゃら
なかったでしょう。お便りにどんなに元気づ
けられたか口にはあらわしきれません。」

「《アヴェ・マリア》はたいへん人気を博しま
した。わたしがとても美しく弾いたせいもあ
りますが―それもあなたのくださったお便り
のことをずっと考え続けていたためです。」

この日クララは、会場のピアノのコンディ
ションが悪くナーバスになっていました。そ
んな中、開演直前に届いたローベルトの手紙
が心の支えになり、演奏会を成功裡に終える
ことができたのです。シューベルトの「アヴ
ェ・マリア」の演奏はとりわけ聴衆に感銘を
与え、この演奏会のハイライトとなりまし
た。数か月後、ローベルトから贈られた「献
呈」の後奏部分に、あの思い出深い「アヴ
ェ・マリア」の旋律を初めて認めたとき、は
たしてクララの心にはどんな想いがよぎった
のでしょうか？

出典＝『ローベルト＆クラーラ・シューマン 愛の手紙』
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内藤 晃（ないとう・あきら）
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「もっと深い音楽体験」への道案内をライ
フワークとし、独自の切り口による講座や
レクチャーコンサートが好評。オーケスト
ラの弾き振りも行う。「おんがくしつトリ
オ」主宰。 （イラスト＝ © いとう まりこ）
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